
３
月
５
日
（
土
）
に
瀬
谷
新

聞
店
主
催
の
読
者
イ
ベ
ン
ト

『
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
春
の
ガ
ー

デ
ン
風
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
。

講
師
に
は
鹿
沼
市
東
町
に
お
店

を
構
え
る
（
有
）
マ
ー
サ
ー
ズ

小
太
刀
昌
子
先
生
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。

お
庭
の
入
口
に
見
立
て
た
ア

ズ
キ
ヤ
ナ
ギ
を
ア
ー
チ
状
に
曲

げ
、
ア
イ
ビ
ー
を
巻
き
付
け
、

菜
の
花
や
ナ
デ
シ
コ
の
花
を
使

い
〟
花
壇
に
お
花
を
植
え
て
い

く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
〝
で
お
花

を
挿
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思

い
の
ガ
ー
デ
ン
風
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。
約
１

時
間
程
で
、
春
の
訪
れ
を
感
じ

さ
せ
る
華
や
か
な
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
が
完
成
し
、
会
場
に
は
参

加
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
も
咲
き
、

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

今
回
初
め
て
参
加
し
た
女
性

の
方
は
「
春
に
ふ
さ
わ
し
い
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
出
来
て
満
足
。

と
て
も
有
意
義
な
時
間
で
し
た
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

毎
回
、
満
員
御
礼
の
大
好
評

イ
ベ
ン
ト
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室
。
次
回
の
開
催

日
程
は
未
定
で
す
が
、
開
催
が

決
ま
り
次
第
、
せ
や
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

内
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
☆

も
ち
ろ
ん
男
性

の
方
も
歓
迎
で
す
よ
！
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㈱瀬谷新聞店 せやＴＯＷＮ編集室

〒322-0021 鹿沼市上野町122－1

TEL：60-2855 FAX：64-7255 URL：http://www.seyashinbun.com/

瀬

谷

新

聞

店

鹿

沼

店

毎

日

新

聞

安

塚

販

売

所

毎月２０日発行
コラム・新聞記事の感想

俳句・川柳の投稿は左記まで
※ペンネーム可

～
俳
句
・
川
柳
～

・し
も
つ
か
れ

我
が
家
の
味
を

召
し
上
が
れ

善
林
真
琴

・電
線
の

鳥
に
も
あ
った

指
定
席

橋
本
紀
久
子

・ラ
イ
ン
見
て

返
せ
ぬ
言
葉

絵
文
字
に
て

沸
田
利
子

・幸
福
度

最
上
級
の

ウ
チ
の
猫

山
登
香
代
子

・春
が
来
る

米
研
ぐ
水
の

丸
い
こ
と

伊
藤
縁
太

・恵
方
巻
き

食
って
る
時
は

妻
静
か

小
池
誠

・来
年
も

迷
わ
ず
飾
る

雛
納
め

小
野
口
博

・遅
く
て
も

初
心
忘
れ
ず

舟
を
こ
ぐ

小
林
義
雄

・ぽ
っち
ゃ
り
と

お
デ
ブ
の
違
い

何
で
す
か

佐
藤
拓
也

・何
処
通
って

光
通
信

繋
が
る
の

・又
一
つ
年
を
取
った
と

不
貞
寝
か
な

・ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ト

ト
ー
チ
カ
の
跡

覗
く
平
和

・一
本
道

佇
ん
で
い
る

雉
番
い

斎
藤
日
出
世

き
じ
つ
か

・寄
る
年
へ
口
癖
に
な
る

ド
ッ
コ
イ
シ
ョ

茨
木
豊
年

・産
ま
れ
出
る

親
も
国
を
も

選
べ
な
い

松
本
と
ま
と

・筋
肉
を

鍛
え
る
は
ず
が

医
者
通
い

岩
本
美
世
子

・あ
り
が
と
う

た
く
さ
ん
の
愛
を

せ
や
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

編
集
部
ま
い

H２８年４月２４日（日）９：００～１６：００
口粟野交差点～金子医院・足利銀行区間

あわのつつじまつり応援＆東日本大震災支援
とちまるくん、とち介、べりーちゃんが来るよ！
お楽しみ抽選会１００円でがっちり！
歩行者天国、よさこい大競演、フラダンス
アフリカンフラダンス、腹話術、ギャラリー 等
主 催：あわの地域プランナーネットワーク

問合せ：0289-85-3270

下野市にある自宅『＆Ｒサロン』で、レヴェドボゥ化粧

品株式会社のプロデューサーとしてフェイシャルエステや

メイク講師、また耳つぼセラピストとして身体の健康や心

の栄養を様々な人達に提供している大武さん。なかでも

「開運メイク」を得意とし、化粧品を正しく安心安全なも

のをシンプルに使うというコンセプトでメイクレッスンを

しています。「心と身体が健康になることで運気もあがり

ますよ♪」と大武さん。女性として美の時間を作り、肌の

トラブルや気付かないストレスを抱えている方達へのアド

バイスや、時にはハワイアンカードで心のほぐれるメッセー

ジを伝えたり皆が楽しく笑顔になれる時間を提供してくれ

ます。「私の周りには素敵な女性が沢山！良い氣がスパイ

ラルしているんですよ」と美しいオーラを放ちながら素敵

な笑顔で語ってくれました。★次回ゲスト鈴木さおりさん

フレンズ vol. 45
大武 晶子 さん

昭和49年７月13日生 Ｏ型

■主な建築物

Ａ-house／APビル／ＴＭクリニック

／大関硝子店

■趣味

ラーメン食べ歩き

■設計する際のモットー

建物の個性（アイデンティティ）を意識

しています

株式会社アーキサイト
鹿沼市栄町２-７-３

TEL.74-8338／FAX .60-0281

鹿沼市内に住宅・
店舗の新築、改築、

改装を検討してい
る方。公開コンペ
で夢を形に変えま
せんか？

【問】鹿沼商工会議所振興課
TEL.65-1111（担当）大橋

かぬま作事方メンバーを毎月紹介していきます！

㊤シンプルに空間に個性を出す設計を得意としています



壬
生
町
に
あ
る
「
ス
パ
ゲ
ッ

テ
ィ
は
運
転
で
き
ま
せ
ん
」
の

看
板
が
目
を
引
く
『
ア
ッ
プ
ル
』

は
、
創
業
時
よ
り
30
年
間
、
美

味
し
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
素
材
を

吟
味
し
、
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ

た
イ
タ
リ
ア
ン
料
理
と
デ
ザ
ー

ト
を
楽
し
め
る
カ
フ
ェ
で
す
。

全
４
種
類
あ
る
ラ
ン
チ
は
ど

れ
も
人
気
で
、
パ
ス
タ
や
ド
リ

ア
の
他
に
日
替
わ
り
の
メ
イ
ン

料
理
が
１
品
つ
い
て
く
る
ア
ッ

プ
ル
ラ
ン
チ
（
※
写
真
右
）
や
、

男
性
に
嬉
し
い
パ
ス
タ
大
盛
り

男
ラ
ン
チ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

遊
び
心
の
あ
る
店
内
は
一
定

時
間
毎
に
流
れ
る
滝
や
い
ろ
い

ろ
な
エ
リ
ア
が
あ
り
、
席
に
よ
っ

て
景
色
が
変
わ
る
の
で
行
く
た

び
に
違
っ
た
雰
囲
気
が
味
わ
え

る
の
が
ア
ッ
プ
ル
な
ら
で
は
の

楽
し
み
方
で
す
。
ま
た
、
運
が

良
け
れ
ば
ア
ッ
プ
ル
オ
リ
ジ
ナ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ゴ
リ
プ
ル

に
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
♪

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
沢
山
で
、
ス
タ
ッ
フ
と

に
ら
め
っ
こ
勝
負
で
勝
利
し
た

り
季
節
感
の
あ
る
お
題
等
を
満

た
す
と
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
太
田
龍
馬
専
務

は
「
イ
ベ
ン
ト
は
お
客
様
と
従

業
員
が
交
流
で
き
る
貴
重
な
時

間
な
の
で
、
ご
来
店
の
際
は
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

是
非
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
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瀬

谷

新

聞

店

鹿

沼

店

毎

日

新

聞

安

塚

販

売

所

来

月

か

ら

ま

い

ち

ゃ

ん
が
抜
け
て

し
ま
う
の
は
と
て
も
寂
し
い
…
。

ま
い
ち
ゃ
ん
ロ
ス
に
な
り
そ
う

で
す
。
で
も
次
の
ス
テ
ー
ジ
で

も
頑
張
っ
て
ね
♪
応
援
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
有
難
う
♡
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
せ
や
Ｔ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
作
っ
て
い
き
ま
す
！
（
か
ず
）

私
事
で
す
が
、
今
月
号
を
持
っ

て
、
せ
や
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
を
卒
業
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
涙
）

私
は
卒
業
で
す
が
今
後
も
本
紙

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
☆
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
！
（
ま
い
）

27
日
に
開
催
さ
れ
る
よ
さ
こ

い
鹿
沼
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参

加
予
定
で
す
。
踊
り
子
さ
ん
の

演
舞
か
ら
元
気
を

も
ら
っ
て
き
ま
す
。

（
ゆ
た
ぽ
ん
）

編

集

後

記

▼ご希望の番号をひとつご
記入の上、せやＴＯＷＮ編
集室までハガキ・ＦＡＸ等
でご住所・お名前・電話番
号・出来れば「せやＴＯＷ
Ｎ」の感想を添えてお申し
込み下さい。▼月～土曜日
のＡＭ10時～ＰＭ5時迄は、
電話での応募も可。ハガキ・
ＦＡＸ・電話全て3月30日
（水）必着▼当選者には発
送をもって代えさせていた
だきます。※当店より新聞
をご購読いただいている方
の中から、1世帯1口での
応募が対象となります。

応 募 方 法

【住】壬生町安塚3343-33
【☎】0282-82-4948
【営】平日・日10：30～22：30

金・土 10：30～23：30
ランチ《毎日》11：00～15：00
【休】年中無休（12/31.1/1を除く）
【駐】お店の前と後ろに70台有り

伊萬里色絵草花欄干文平鉢

イオン

栃
木
街
道

至栃木

ランチ券と商品券
どっちにしよう
かなぁ～？♡

アップル

●

独協医科
大学病院

至
宇
都
宮

国
道
４
号
線

東
武
宇
都
宮
線

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅

姿
川

●カワチ

●
壬生町立
睦小学校

①
ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
チ
券

▼
ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
チ
（
前
菜
・
日
替

わ
り
メ
イ
ン
料
理
・
選
べ
る
パ
ス
タ

or
ド
リ
ア
・
ド
リ
ン
ク
・
デ
ザ
ー
ト
）

の
み
有
効
▼
平
成
29
年
４
月
末
迄
有

効
▼
抽
選
ペ
ア
１
組
様
▼
【
By
．
瀬

谷
新
聞
店
】

ケントの散策記（６）

今回は壬生町壬生甲にある車塚古墳に行っ
てきたワン♪
古 墳 時 代 終 末 期 の 大 円 墳 で 全 国 最 大 級 の 円
墳 な ん だ よ。 大 正 15年 （ 1926年 ）に 国 の 史
跡 に 指 定 さ れ て い て 同 名 の 古 墳 も 各 地 に あ
る か ら 壬 生 車 塚 古 墳 と 呼 ば れ る こ と も あ る
んだって。墳丘の大きさは第1段が直径84ｍ、
第 2段 が 52ｍ 、 第 3段 が 32ｍ 、 堀 の底 か ら の
高さは約11メートルで古墳の総全長は135ｍ、
墳丘の南側には巨大な凝灰岩の1枚岩を使用
した横穴式石室が開口していたよ♪
お散歩しながら１周すると15分くらいかかる

ワン♪ 是非お散歩に行ってみてね！

壬生町には古墳が

いっぱいあるんだ

よ。次は羽生田古

墳群を見に行きた

いなぁ☆

ケ
ン
ト
♂

④
齋
藤
富
蔵
展

招
待
券

▼
平
成
28
年
４
月
10
日
迄
有
効
▼

宇
都
宮
美
術
館
▼
抽
選
ペ
ア
５
組

様
▼
【
By
．
下
野
新
聞
社
】

バンダイ
ミュージアム

⇓壬生IC

◆ で、いいねor
レビューを書くと自家製日替わ

りジェラートがサービス♡

◆イベントアイディア募集中！

採用されるとラッキーなことが

あるかも？！詳しくは店頭にて。

◆５月まで春メニューも味わえ

ます！要チェック！！

②
黒
子
松
屋
５
０
０
円
分

商
品
券

▼
平
成
28
年
５
月
末
迄
有
効
▼
抽

選
１
名
様
▼
【
By
．
瀬
谷
新
聞
店
】

③
毎
日
新
聞
出
版

セ
ン
バ
ツ
２
０
１
６

第
88
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

▼
抽
選
３
名
様
▼
【
By
．
瀬
谷
新

聞
店
】

高校野球の
お共にぜひ！

71

第10回
かぬま市民協働

まつり

協働とはあらゆる市民が目標を
共有し相互に連携しあい主体的に
まちづくりに寄与していく事です。
「今回は80団体の参加をいただ
き、また、数多くのボランティア
の方々のおかげで開催する事がで
きました。ケガ無く楽しく交流し
てください」と同実行委員会の青
田賢之委員長。メインイベントで
は宇都宮ブリッツェン自転車安全
教室や花王ハートポケット倶楽部
地域助成贈呈式、鹿沼東高校書道
パフォーマンス等がありました。
とちまるくんのふわふわやかぬま
鍋も振る舞われ来場者やイベント
関係者の皆様の表情はとても明る
く、いきいきしていました。「あ
りが10から→」明るい未来へ。

今回は第10回かぬま市民協働ま
つりにお伺いさせていただきま
した。「ありが10から→」をテー
マに開催され、これからの協働
によるまちづくりの重要性を考
えるきっかけになりました。

～ゆたぽんが行く⑱～

瀬谷新聞店では社会福祉活動の一つに、お

子様が履かなくなった靴を回収し、世界の

貧しい子供達に靴を贈る取組をしています。

靴が買えなくて素足で遊んでいる子供たち
や、内戦や貧しさで素足で生活している子
供達に笑顔になってもらいたく活動してい
ます。皆さまのお力を貸してください。宜
しくお願い致します。

靴の回収方法は→www.seyashinbun.comをご覧ください！

晃望台幼稚園 鼓笛演奏

まちづくりサポートクラブ2020
ノルディックウォーキング体験


